
 

 

富士山富士宮口五合目来訪者施設に係る遺産影響評価書（案）について 

 

１ 要 旨 

・静岡県は、富士山富士宮口五合目に来訪者施設を整備するにあたり、「世界遺産

「富士山―信仰の対象と芸術の源泉」遺産影響マニュアル（富士山世界文化遺産

協議会。令和３年４月施行）」に則り遺産影響評価書（案）を作成した。 

・整備計画は、外部有識者の助言を踏まえたうえで、関係省庁の参画を得て策定し

たものを基礎とし、建築規模、外観等に配慮したものとなっている。 

・評価書では、当該事業は「負の影響が小さく許容範囲で、正の影響がある」と結

論付けており、その内容は富士山世界文化遺産学術委員会遺産影響評価部会にて

承認された。 

・評価書は、本日の第 18 回世界文化遺産学術委員会の後、第 22 回富士山世界文化

遺産協議会作業部会（令和４年３月）及び第 15 回富士山世界文化遺産協議会（同）

で協議される。 

  

２ 経 緯 

年 度 内 容 

～2019 

(R 元) 

○富士宮口五合目来訪者施設検討会（県、警察本部、富士宮市） 

○「雪崩・落石影響調査」○五合目来訪者施設に関する基礎調査 等 

2020 

(R２) 

○「富士宮口五合目来訪者施設整備推進計画策定に係る有識者会議」等で五合目来

訪者施設整備推進計画の策定 

2021 

(R３) 

○測量・地質調査及び調査結果を踏まえた検討 

○「富士山世界文化遺産学術委員会遺産影響評価部会」で遺産影響評価書が承認 

  

３ 評価書の概要 

区 分 内 容 

要 約／ 

世界遺産登録の概要 
構成資産の所在地、顕著な普遍的価値の言明、関係法令等 

富士山富士宮口五合目

の在り方の整理 

望ましい在り方を「神聖で美しい富士山を安全安心に体験でき、価値

の理解を促進する持続可能で利便性の高い空間」と整理 

事業の概要／検討過程 建設予定地、規模、機能等。県内部、有識者会議での検討プロセス 

資産への影響と緩和策 視覚的、物理的、自然環境等への影響と低減のために実施する緩和策 

合意形成の過程 富士山世界文化遺産協議会を中心とした保存管理体制の中での承認 

結 論 

当該事業は「負の影響は小さく許容範囲である一方、来訪者施設の外

観の改善という正の影響があり、加えて、来訪者の安全確保やインタ

ープリテーション（情報提供）などの面でも多くの正の影響がある。」

と結論付け。 
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○富士山世界文化遺産学術委員遺産影響評価部会委員名簿 

 
（50音順、敬称略）

区　分 氏   名 現　　職　　等 分　野

部会長
イ ナ バ ノ ブ コ

稲葉　信子
筑波大学名誉教授
放送大学客員教授

世界遺産・建築学

委　員
オ カ ダ ヤスヨシ

岡田　保良 国士舘大学客員教授 世界遺産・建築史

委　員
カ ト ウ ミ ネ オ

加藤　峰夫 横浜国立大学大学院教授 公園利用

委　員
ニ シ ム ラ ユ キ オ

西村　幸夫 國學院大學教授
世界遺産・都市景観
計画

委　員
フ ジ イ ト シ ツ グ

藤井　敏嗣 山梨県富士山科学研究所長 環境・防災

委　員
ヨ シ ダ マ サ ヒ ト

吉田　正人 筑波大学大学院教授 環境政策・世界遺産　　　　　

 


